
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月９日（水）に「第１２回長崎県高校生介護技術コンテスト」が県立佐世保東翔高 

校で行われました。このコンテストは、介護技術を競い合うことで介護技術を高めると

ともに、様々な介護の場面において、適切かつ安全に支援できる能力と態度を育成する

ために行われています。当日は福祉を学んでいる県内の８校から２９名の生徒が出場

し、本校からは福祉系列３年の森田 瑞己さん（１組）、岡 蒼士さん（２組）、清原 琢

馬さん（２組）の３名が出場しました。コンテストでは事前に提示された課題をもとに、

その課題の解決への取組を通して、自分たちが考える“より良い介護の在り方”を実技

と説明で発表しました。審査の結果、第２位に相当する「優秀賞」を受賞することがで

きました。おめでとうございます。コンテストへの参加を通して、介護の難しさや必要

性などを改めて認識することができたのではないでしょうか。 
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森田 瑞己（３年１組）さん 

岡  蒼士（３年２組）さん 

清原 琢馬（３年２組）さん 

「第１２回長崎県高校生 

介護技術コンテスト」 

優 秀 賞 受 賞 !! 


